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１．調査の目的 

大学コンソーシアムひょうご神戸では、薬物乱用防止に向けた啓発活動の一環として、薬

物に関する学生の知識・関心等の現状を明らかにし、今後の薬物乱用防止策の企画・立案

を行うとともに、調査を通じて新しく大学生活を始める新入生に薬物乱用防止の啓発を一層

促進することを目的に本調査を実施いたしました。 

 

２．調査の概要 

(1) 調査対象者 

大学コンソーシアムひょうご神戸加盟全３９校の２０２２年度入学生 

(2) 調査実施方法 

①PC、タブレット、スマートフォン等を使って、下記の URL もしくはQRコードから回答フォ

ーム（Microsoft Forms）に入って回答していただきました。 

②回答は 1人につき 1回のみ（必要時間はおよそ 5分間）としました。 

③回答者を特定できないように氏名の記入欄は設けず、また個人のメールアドレスの収

集も行いませんでした。 

 

＜アンケート回答フォーム（Microsoft Forms）の URL及び QR コード＞ 

 

(3) 調査実施期間 

２０２２年６月３０日（木）～７月３１日（日） 

(4) 調査主体 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

(5) 調査の内容 

調査の内容は、次の 2３問です。 

 

３．調査の結果 

   本調査には、大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校の全３９校の学生、計４６５名から回答

を得ました。 

 

回答校一覧（３９校） 

明石工業高等専門学校、芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、 

関西福祉大学、関西学院大学、聖和短期大学、甲南大学、甲南女子大学、神戸大学、 

神戸医療未来大学、神戸海星女子学院大学、神戸学院大学、神戸芸術工科大学、 

神戸国際大学、神戸市外国語大学、神戸市看護大学、神戸松蔭女子学院大学、 

神戸女学院大学、神戸女子大学、神戸女子短期大学、神戸親和女子大学、神戸常盤大学、 

神戸常盤大学短期大学部、神戸薬科大学、頌栄短期大学、園田学園女子大学、 

園田学園女子大学短期大学部、宝塚医療大学、姫路大学、姫路獨協大学、兵庫大学、 

兵庫大学短期大学部、兵庫医科大学、兵庫教育大学、兵庫県立大学、 

芸術文化観光専門職大学、流通科学大学 



     

 

 

     

8.2%

41.7%

24.1%

12.7%

13.3%

共通質問１) あなたは、薬物乱⽤問題について関
⼼がありますか。（１つ選択）N=465

⾮常に関⼼があ
る

ある程度関⼼が
ある

どちらともいえ
ない

あまり関⼼がな
い

ほとんど関⼼が
ない
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共通質問2） あなたは、次の薬物の名前を知っ
ていますか。（複数選択可）N=465

有機溶剤（シンナー、トルエンなど
覚せい剤（シャブ、スピード、エスなど）
⼤⿇（マリファナ、ハッシッシュなど）
コカイン
あへん類（ヘロインなど）
LSD
MDMA（エクスタシーなど）
いわゆる危険ドラッグ（脱法ハーブなど）
知っているものはない

0.6%

8.4%
1.3%

0.9% 0.0%

86.2%
84.7%

85.6% 87.7%

81.1%

1.5% 0.9%
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共通質問3） あなたは、これらの薬物について
どのような印象を持っていますか。（複数選択
可)N=465

かっこいい
気持ち良くなれる気がする
ダイエットに効果がある
眠気覚ましに効果がある
１回使うくらいであれば、⼼や体への害はない
⼼や体に害がある
犯罪に巻き込まれる
使ったり、持っていたりするのは悪いことだ
１回でも使うと⽌められなくなる
⼈に渡したり、⼈からもらうことも悪いことだ
特にない
わからない

94.8%

3.9% 1.3%

共通質問4） あなたは、これらの薬物を使った
り、持っていたりした場合、また、他⼈に譲渡し
たり、譲渡された場合、どうなると思いますか。
（ １つ選択）N=464

罰せられる

罰せられるも
のもある

わからない



 

           

 

 

          

97.8%

2.2%

共通質問5） あなたは、これらの薬物につ
いて学んだり聞いたりしたことがありました
か。（ どちらかを選択））N=464

あった
なかった
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共通質問6） あなたは、薬物を使った場合、以
下のようになることがあるのを知っていました
か。N=464

現実と幻想との区別がつかなくなり、意識が異様になることがある

わけもなく怯えたり（妄想気分）、意識がおかしくなり、奇妙な動作・⾏動
をとることがある
⾃分の⾏動に⼲渉する声が聞こえる（幻聴）ことがある

何事にも関⼼が持てず、結果的に学校や職場を⽋席しがちで、どんな仕事に
就いても、⻑続きしなくなる
依存性があり、意思の⼒ではなかなかやめることができない;

知らなかった
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90.5%
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共通質問7） あなたは、これらの薬物につい
て何から 情報を得ましたか。（複数選択
可）。N=464

⼩学校の授業 中学校の授業
⾼校の授業 ⼤学が配布しているリーフレット等
⼤学での啓発ビデオ ⼤学での講演会
友達、仲間、先輩、後輩 家族
ポスター、パンフレット 本、雑誌
新聞 テレビ
ラジオ インターネット
携帯電話 SNS

その他

31.5%

24.9%

43.6%

共通質問8） あなたは、これらの薬物を使うこ
との怖さ （有害性、危険性)をもっと知りたい
ですか。（１つ選択） N=461

知りたい

知りたいとは思わない

どちらでもない



      

         

 

 

       

57.8%

10.3%

10.1%
8.0%

12.5%
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共通質問9） あなたは、これらの薬物を使った
場合の害について学ぶとしたらどこがよいと思
いますか。（複数選択可)N=464

⼤学（講演会、ビデオ、リーフレット）
家庭
地域活動、⾃治体等の広報誌
図書館、公⺠館
保健所
警察
病院
インターネット
講演会、座談会
特にない
その他

66.2%

8.8%

32.8%

18.5%

29.1%

47.6%

15.3%

52.4%

27.6%
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共通質問10） あなたは、これらの薬物を使う
⼈が増えているのはどのような理由からだと思
いますか。（複数選択可)N=464

薬物が簡単に⼿に⼊るようになっている

本や雑誌等に薬物を使ってみたいと思わせるような情報がのっている

インターネットなどに薬物を使ってみたいと思わせるような情報がのっている

社会のルールを守ろうとする意識が薄れている

薬物を使ってもすべての⼈が警察に⾒つかるわけではない

簡単にやせられるとか、１回使っただけなら害がないなど、
薬物のこわさについての誤った情報が多い薬物の害について学ぶことが少ない

友達、仲間、先輩、後輩に勧められる

学校や家庭がおもしろくない

わからない

その他

91.1%

6.5%

0.4% 1.9%

共通質問11） あなたは、これらの薬物を使う
ことについてどのように考えていますか。（１
つ選択）N=463

どのような理由であれ、絶対に使うべきではないし、許さ
れることではない
他⼈に迷惑をかけないのであれば、使うかどうかは個⼈の
⾃由である
１回位なら⼼や体へ害がないので、使ってもかまわない

その他

93.3%

6.7%

共通質問12） あなたは、これらの薬物が使⽤さ
れているところを直接⾒たことがありますか。 ＜
テレビ、映画、報道等で⾒たものは除きます＞
（どちらかを選択） N=465

ない
ある



 

   

 

 

         

95.3%

0.9%

0.6%
0.4% 2.8%

共通質問13） あなたは、これらの薬物を使⽤
することや購⼊することを誘われたり、勧めら
れたりすることが、これまでにありましたか。
（1 つ選択）N=464

誘われたり、勧められたことはない
使⽤を誘われたことがある
購⼊を勧められたことがある
無理やり使わされたことがある
わからない

91.6%

2.8%
0.0% 0.2%

3.2% 3.9% 2.4%
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共通質問14） あなたは、これらの薬物を使⽤
することを誰かに誘われたら、どのように⾏動
しますか。（複数選択可）N=465

誘った相⼿が誰であろうと、断る

誘った相⼿によっては、断りきれないかもしれない

⼀回くらいであれば体に害がなさそうなので断らないかもしれない

好奇⼼や⾯⽩半分から断らないかもしれない

悩み事があったり、疲れていたりしたら断らないかもしれない

わからない

その他

0.0%

12.5%

37.5%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

50.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%
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50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

共通質問15 イ） どの薬物でしたか。（複数選
択可）（複数選択可）N=8

有機溶剤（シンナー、トルエンなど 覚せい剤（シャブ、スピード、エスなど）

⼤⿇（マリファナ、ハッシッシュなど） コカイン

あへん類（ヘロインなど） LSD

MDMA(エクスタシーなど） いわゆる危険ドラック（脱法ハーブなど）

わからない

89.9%

1.7%
8.4%

共通質問15 ア） あなたの周囲に、これらの薬
物を所持したり、使⽤している（いた）⼈がい
ますか N=465

いない

いる（いた）

わからない



      

           

 

 

       

      

46.3%

17.7%

17.2%

5.8%

4.7%

5.8%

2.4%

共通質問16） あなたは、もし友⼈がこれらの
薬物を使⽤していることを知った場合、どうし
ますか。（１つ選択）N=464

使⽤をやめるよう説得する
他の⼈（先⽣や友⼈など）に伝える
警察に通報する
個⼈の⾃由であるので放っておく
医療機関や保健所等に連絡する
わからない
その他

30.2%

17.3% 19.0%

10.8%

59.0%

0.2%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

共通質問17） あなたは、これらの薬物に関する
相談窓⼝があることを知っていますか。（ 複数
選択可）N=463

警察の相談窓⼝
⾏政機関の相談窓⼝（精神保健福祉センター等）
医療機関の相談窓⼝
⺠間の⽀援団体の相談窓⼝
知らない
その他

61.3%
58.2%

19.5% 21.0%
14.5%

2.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

共通質問18） あなたや、あなたのまわりの⼈
がこれらの薬物に⼿を出さないように注意する
ために知りたいと思う情報は何ですか。（複数
選択可）N=462

薬物乱⽤による健康被害情報
薬物乱⽤により引き起こされた事件・事故の事例情報
国や地⽅公共団体等の薬物乱⽤対策情報
医療機関や⺠間⽀援団体の取り組み情報
特にない
その他

27.4%

24.2%

33.7%

14.7%

共通質問19 ア） あなたは、これらの薬物を⼊
⼿可能と考えますか。（１つ選択）N=463

不可能だ かなり難しい

難しいが⼿に⼊る ⼿に⼊る



 

      

 

 

共通質問 19 ウ） 【共通質問 19 イ）で「それ以外」に〇を
つけた⼈だけお答えください】それ以外に⼊⼿可能と考えた
理由は何ですか。⼊⼿可能と考えた理由は何ですか。 

・youtuber がネットで薬物販売者と会って通報していたから 

・アメリカ村に出回っているという噂があるから 

・インターネットで簡単に⼿に⼊れた事例を聞いた。 

・どこそこで売っている、と聞いたことがあるから。 

・簡単に取引がされている 

・芸能⼈で覚せい剤などを使っている⼈がいた。また、警察の講演
会で⼊⼿ルートが先輩であると答えた⼈が多いと聞いた。 

・健康になれるなどと騙して押し付けられた例を Twitter で⾒たから 

・古着屋などで取引がされていたりすることもあるというのを何か
で⾒かけたことがあるから。 

・講演会やパンフレットなどで、インターネットで簡単に⼿に⼊る
ようになっている上に、偽名で出品されているから排除されきって
いない、ということを聞かされているから。またそれが警察関係者
の⽅だったので、実際にそうなんだろう、と考えるから。 

・⾼校の近くの商店街に売られていると先⽣と近くに住んでいた友
達に聞いたことがあるから。 

・⾼校⽣や中学⽣が使っているというのをニュースで⾒て、簡単に
⼿に⼊るんだなと思ったから。 

・使っている友達・または先輩経由の⼊⼿、ヤクザ関連、受け⼦ 

・姉の友⼈が販売しているところをみたことがあるから 

・実際に使っている⼈が多く存在するから 

・実際に⼿に⼊れて使っている有名⼈がいるから。 

・知り合いからの紹介で⼿に⼊れている⼈が多そうと思ったから。 

・知り合いを通じて⼝コミ 

・⼊⼿可能であろう某繁華街が存在するから。 

・繁華街などで販売している場所を知っているから 

・友⼈を通して⼿に⼊れられる話を聞いたことがあるから 

・路上でも売っている⼈はたまにいるから(⼤阪や姫路などの都会の
路地裏など) 

89.3%

7.1% 9.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

共通質問19イ） 共通質問19ア）で「難しいが
⼿に⼊る、または、⼿に⼊る」に〇をつけた⼈だ
けお答えください】⼊⼿可能と考えた理由は何で
すか。（複数回答可） N=222

インターネットなどで探せば⾒つけることができる
と思うから
インターネットなどで販売されているのを⾒かけた
ことがあるから
それ以外

72.5%

27.5%

共通質問20） あなたは、薬事法の⼀部改正
（平成26 年4 ⽉1 ⽇施⾏）により、危険ドラッ
グと称される薬物や商品（脱法ハーブ、合法
アロマリキッドなど）の多くが、使ったり、
持っていたりすると罰則の対象となる薬物に
なったことを知っていますか。（１つ選択）
N=461

知っている 知らなかった



４．調査のまとめ 

◆薬物乱用問題については、回答者の半数が何らかの関心を示している。 

◆薬物のうち、有機溶剤、覚せい剤、大麻、コカインやあへん類について、は回答者の大多数

が当該薬物名を知っていた。 

◆薬物の印象については、大多数の回答者が心や体に害があるなどのネガティブな印象を

有している。 

◆薬物の使用や所持については、大多数の回答者が罰せられることを認識している。 

◆薬物を使用した場合に現出する症状等についても大多数の回答者が認識している。 

◆薬物については、大多数の回答者が初等中等教育で情報を得ていた。 

◆薬物を使用した場合の害については、半数の回答者が大学で学ぶ方がよいとしている。 

◆薬物使用者が増えている理由として、７割近くの回答者が薬物が簡単に入手できるからと回

答している。 

◆薬物使用については、大多数の回答者がどのような理由であれ、絶対に使用すべきではな

いと回答している。 

◆薬物の使用や購入の勧誘については、大多数の回答者は誘われたり、勧められたりしたこ

とはないが、ごく少数の回答者が使用や購入の勧誘を受けていた。 

◆薬物の使用の勧誘を受けた場合、大多数の回答者が誘った相手が誰であろうと断ると回答

している。 

◆友人が薬物を使用していることを知った場合、半数の回答者が使用をやめるよう説得すると

回答している。 

◆薬物の相談窓口については、半数以上の回答者が知らないと回答している。 

◆薬物に手を出さないように注意するために知りたいと思う情報については、薬物乱用による

健康被害情報と引き起こされる事件と回答している。 

◆薬物が入手可能かどうかについては、半数の回答者が入手可能と回答しており、その理由

としては、インターネットを手段として入手できるとしている。 

 

まとめ 

以上の調査結果から、今後、各大学で取り組む課題として、薬物を使用した場合の害と薬物

の相談窓口についての情報提供が必要であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 




